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○主な研究内容

１ PET や MRI 情報に基づく悪性治療の治療効果予測

２ 3DMRI 画像を用いた股関節唇損傷の診断

３ T2mapping による悪性軟部腫瘍局所浸潤の検討

４ 多時相 ASL を用いた血流動態の解析

５ 眼窩 MRI による病態解析

６ 融合画像におけるアイソトープの集積部位の解剖学的検討

７ アイソトープ治療の適正化とエビデンスの確立
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○主な研究内容 

 １ PETや MRI情報に基づく悪性治療の治療効果予測 

 ２ 3DMRI画像を用いた股関節唇損傷の診断 

 ３ T2mappingによる悪性軟部腫瘍局所浸潤の検討 

 ４ 多時相 ASLを用いた血流動態の解析 

 ５ 眼窩 MRIによる病態解析 

 ６ 融合画像におけるアイソトープの集積部位の解剖学的検討 

 ７ アイソトープ治療の適正化とエビデンスの確立 
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 １ PET や MRI 情報に基づく悪性治療の治療効果予測 

 ２ 3DMRI 画像を用いた股関節唇損傷の診断 

 ３ T2mapping による悪性軟部腫瘍局所浸潤の検討 

 ４ 多時相 ASL を用いた血流動態の解析 

 ５ 眼窩 MRI による病態解析 

 ６ 融合画像におけるアイソトープの集積部位の解剖学的検討 

 ７ アイソトープ治療の適正化とエビデンスの確立 
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○主な研究内容 

 １ PETや MRI情報に基づく悪性治療の治療効果予測 

 ２ 3DMRI画像を用いた股関節唇損傷の診断 

 ３ T2mappingによる悪性軟部腫瘍局所浸潤の検討 

 ４ 多時相 ASLを用いた血流動態の解析 

 ５ 眼窩 MRIによる病態解析 
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○主な研究内容 

 １ PETや MRI情報に基づく悪性治療の治療効果予測 

 ２ 3DMRI画像を用いた股関節唇損傷の診断 

 ３ T2mappingによる悪性軟部腫瘍局所浸潤の検討 
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○主な研究内容 

 １ PETや MRI情報に基づく悪性治療の治療効果予測 
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